
◆ 水銀回収実績

一次乾電池から回収した水銀回収実績

※

　 及び電池以外の異物（水銀体温計、電子体温計、蛍光灯）に含まれる水銀量は含まれていない。

蛍光管等から回収した水銀回収実績

◆ 処理団体数及び処理量の推移

年　度 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9

処理量（㌧） 3,056 3,639 3,601 3,304 3,227 4,013 4,682 4,893 4,441 6,053 6,078 6,442

処理団体数 243 276 321 293 365 419 471 473 452 579 384 260

年　度 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

処理量（㌧） 7,198 8,247 8,384 9,948 8,674 8,964 7,866 7,125 6,592 6,288 5,981 5,929

処理団体数 401 428 439 445 379 411 365 284 262 241 251 246

年　度 22

処理量（㌧） 7,244

処理団体数 209

年　度 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

処理量（㌧） 1,278 1,607 2,303 2,196 2,555 2,345 2,470 2,588 2,534 2,463 2,459 2,210

処理団体数 111 148 168 186 211 207 178 168 171 183 189 167

乾
電
池

99 kg 97 kg

蛍光管等回収量

H22年度

5,034ｔ

49 ㎏

H22年度

2,210ｔ

88 ㎏

5,88ｔ 2,534ｔ

58 kg

2,463ｔ 2,459ｔ

57 kg

H20年度 H21年度

上記水銀回収量は筒形乾電池の水銀量であり、回収方法によって混入するボタン形電池や水銀電池

年　度 H17年度

水銀回収量 99 kg 104 kg 101 kg

H18年度 H19年度

75 kg

H20年度

60 kg

H21年度

5,981ｔ 5,929ｔ6,592ｔ

H19年度

6,188ｔ

H18年度

蛍
光
管
等

H17年度

7,125ｔ

107 kg

年　度

乾電池回収量

水銀回収量

2,470ｔ

出典：広域回収処理センター：野村興産㈱から按分して、水銀回収量を算出しています。
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